
第４回専門部会 議事録 

平成２８年１月２２日（金）１８時３０分～ 

登別市民会館 １階 大会議室 

 

◆出席委員：藤田 康   委員 

      千葉 洋子  委員 

      米田 登美子 委員 

      佐野 亮二  委員 

      荒川 昌伸  委員 

      岩崎 隆二  委員 

      斎藤 正史  委員 

      近井 一夫  委員 

      小幡 功   委員 

      垣内 登紀子 委員 

      安達 陽子  委員 

      井元 耕   委員 

望月 一延  委員 

吉元 美穂  委員 

松山 哲男  委員 

米澤 厚   委員 

横内 智治  委員 

計１８名 

 

◆事 務 局：商工労政グループ宍戸商工労政・新エネルギー主幹 

奥田主査 

竹中担当員 

◆議  題：（１）各専門部会における具体的事業（テーマ）の決定 

      （２）事業内容の協議 



【要旨】 

項目 発言者 内容 

 事 務 局 

 

ご多忙のところお集まり頂き、ありがとうござ

います。第２回専門部会を開催いたします。 

本日は、専門部会の今後のスケジュールについ

て確認する。 

 委員 専門部会は、平成２８年２月～３月までの間に

『５W２H』の考え方に沿って具体的な事業を練

り上げ、平成２８年３月末までに協議会に報告す

る。専門部会の開催回数は、各専門部会の進捗状

況に応じ、上記期限までに協議会への報告を行え

るよう注視しながら決定する。 

３月末までにまとめた具体的な事業について、

４月に各部会からプレゼンテーションを行ってい

ただく。 

北海学園大学経済学部 大貝准教授からの報告

書は、３月までには提出して頂けるようであるた

め、提出後、同教授から報告書の内容解説や情報

交換の場を設ける予定である。 

専門部会からの報告並びに北海学園大学経済学

部 大貝准教授からの報告を基に、提言に向けた

「たたき台」を作成する。地元資源利活用検討会

は、作成された「たたき台」を基に、中小企業及

び地域経済振興に向けた方向性についての具体的

な協議を行う。協議会は、地元資源利活用検討会

でまとめられた具体的方向性を基に提言をまとめ

る。なお、協議会委員の任期は平成２６年５月２

６日からの２年後の平成２８年５月２５日である

ため、任期満了までに市へ提言を提出する。 

 事 務 局 提言書提出後における協議会・専門部会のあり

方については、提言を提出して風化させてしまう

のではなく、提言に織り交ぜられた具体的な地域

経済・中小企業振興策を具現化するためには、こ

の協議会・専門部会の取組を通して熟した盛り上

がりや委員間の繋がりを断絶させてはならないと

考え、提言書の提出後も地域経済及び中小企業振



興に向けた協議の場を残しておく必要があると考

えている。 

従って、提言書の提出後は、一度協議会を解散

して全く新しい協議体を設置するか、もしくは協

議会・専門部会を引き続き継続するなどして、専

門部会で練り上げられた事業を具体化していくた

めの協議体を存続させる。なお、新たな協議体の

開催頻度は、これまでのような月２回程度の頻繁

な回数ではなく、３カ月に１回程度を想定し、そ

の構成員は、協議会委員及び地元資源利活用検討

会メンバーのご意向を尊重し、任意で参加してい

ただくこととする。 

 委員 次に、各専門部会の進捗状況をまとめた資料を

見ていただきながら、それぞれの部会が行ってい

る協議の内容を確認していきたい。 

（内容について全体確認） 

 委員 各部会が行っている協議の進捗状況を把握して

頂き、今後の各部会の協議における参考としてい

ただきたい。 

 事 務 局 今後、具体策の協議を進めていくが、協議に必

要な資料の用意が必要な場合は、事務局に要望を

伝えて頂ければ、用意していきたい。 

 委員 本日はこれで終了します。お疲れ様でした。 

 


